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事 項 数 値 備 考
宮古市の全人口 ５９，６３６人
うち障害者の人口 ３，３７１人 障害者手帳所持者数
宮古市の全死亡者数
（対宮古市全人口比）

５２５人
（０．９％） 平成２３年８月２６日まで（以後変更無し）

うち障害者の死亡者数
（対宮古市障害者人口比）

３６人
（１．１％）

内訳：身体障害２８人、知的障害２人、精神障
害７人、身体・知的の重複障害１人

事 項 数 値 備 考
宮城県の全人口 ２３４万６，８５３人 宮城県の推計（平成２３年３月１日）

宮城県の障害者数
（３市町も含む。） １０万７，１５０人

障害者手帳所持者（平成２３年３月３１日）、身
体８０，４５７人、療 育A７，０６６人、療 育B８，８２２
人、精神保健福祉１０，８０５人

宮城県の全死亡者数
（対宮城県の全人口比）

９，４７１人
（０．４％） 平成２４年２月２９日現在

宮城県の障害者の死亡者数
（対宮城県の障害者数（３市
町を除く。）の比）

１，０２８人
（１．７％）

平成２４年２月２９日現在。仙台市、亘理町、大
和町は障害者の死亡者数を把握していない。
（３市町を除いた宮城県の障害者数は６１，７２４
人。）

※http://www.dinf.ne.jp/doc/JDF/２０１２０３２３_miyagi/index.html
（表中の「３市町」とは、仙台市、亘理町、大和町）

「震災と障害者」④東日本大震災における障害者の死亡率
死者１５，８５８名、行方不明者３，０５７名、負傷者６，０７７名（いずれも、平成２４年５月１日緊急
災害対策本部による。）という甚大な人的被害があった東日本大震災ですが、障害者の死
亡者率が被災地全体の死亡率に比して高いと言われています。
ここでは、障害者の死亡率について地方公共団体から出されているデータについていく
つかをご参考に紹介します。

【岩手県宮古市】（障がい者制度改革推進会議構成員実地調査（平成２３年１２月１５日）にお
ける宮古市提供資料より）

【宮城県】宮城県主催・障害福祉団体等の意見交換会（平成２４年３月２９日）配布資料（※）
より内閣府作成（宮城県の全人口・障害者数は、公表資料より）



60

事 項 数 値 備 考
南三陸町の全人口 １７，６６６人
うち障害者の人口 ９４０人
南三陸町の全死亡者数
（対南三陸町全人口比）

７９８人
（４．５％）

うち障害者の死亡者数
（対南三陸町障害者人口比）

１２５人
（１３％）

身体１１３名、知的５名、精神７名。公立志津
川病院で７４名、特別養護老人ホームで４０名が
亡くなっていることが大きな要因と思われ
る。

事 項 数 値 備 考
南相馬市の全人口 ７１，５５６人
うち障害者の人口 ４，２８０人
南相馬市の全死亡者数
（対南相馬市全人口比）

１，２４９人
（１．７５％）

うち障害者の死亡者数
（対南相馬市障害者人口比）

１９人
（０．４４％）

１１月までに手帳を返還した人。内訳：身体障
害１８人、精神障害１人

【宮城県南三陸町】（障がい者制度改革推進会議構成員実地調査（平成２３年１２月２２日）な
どにおける南三陸町提供資料より）

【福島県南相馬市】（障がい者制度改革推進会議構成員実地調査（平成２３年１２月１６日）に
おける南相馬市提供資料より）

内閣府（防災担当）では、平成２４年度「災害時要援護者対策の検討に関する調査」を実
施し、東日本大震災において障害者など災害時要援護者がどのように被災し、避難したか
実態把握を行い、災害時要援護者対策の見直しの必要性や対策の考え方を検討することと
なっています。


